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義経まつり

武者行列

８゙ ９
11 月

今年 は、文治５年(  u89 ) 阿津賀志山を舞台に藤原泰

衡の守 る奥州甲 と、源頼朝の率い る鎌倉軍が激戦を繰り

広げた奥州 合戦から 八百年目にあ たります。

これ を記念 する「国 見町あっ かし山奥州 合戦 八百年祭」

か、 秋晴 れに恵 まれ た10月29日行われ。 メーン イベント

の武 者行列が、町内 外からの 大勢の 見物客 が見守 る中、

藤田中心街 を練 り歩 きまし た。



武 者行列

奥州合戦八百年祭～
沿
道
に
は

多
く
の
見
物
客

奥
川
合
戦
か
ら
今
年
で
八
百
乍
と

な
る
の
を
記
念
す
る

ｔ
国
見
町
あ
っ

か
し
山
奥
川
合
職
八
百
年
祭
」
は
．

十
月
ニ
ト
九
日
か
ら
十
一
川

乱
日
ま

で
の
日
程
で
行
わ
れ
、
期
川
中
『
義

経
ま
っ
り
武
者
行
列
』
を
は
じ
ち
、

多
彩
な
催
し
か
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま

し
た
．．

初
日
の
二
十
九
日
は
、
メ
ー
ン
イ

ベ
ン
ト
の
武
者
行
列
が
行
わ
れ
、
出

陣
式
・
帰
陣
式
の
会
場
と
な
っ
た
福

祉
セ
ン
タ
ー
広
場
を
は
じ
め
、
武
者

行
列
か
練
り
歩
い
た
沿
道
に
は
、
勇

壮
な
武
者
姿
を
見
よ
う
と
町
内
外
か

ら
多
く
の
見
物
客
が
訪
れ
ま
し
た
．

源
義
経
な
ど

騎
馬
1
6頭

卜
月
二
十
九
日
は
、
八

う
青
に
晴

れ
わ
た
る
絶
好
の
祭
り
口
和
。
午
後

一
時
半
か
ら
福
祉
セ
ン
タ
ー
広
場
で

出
陣
式
を
行
っ
た
後
、
町
内
各
小
学

校
児
童
の
鼓
笛
隊
を
先
頭
に
。
県
北

中
学
校
生
徒
の
手
作
り
甲
胄
隊
、
源

義
経
に
ふ
ん
し
騎
馬
に
ま
た
が
っ
た

冨
永
武
夫
町
長
。
武
蔵
坊
弁
慶
に
ふ

ん
し
た
王
手
昭
一
町
議
会
副
議
艮
な

ど
約
九
百
人
が
、
金
、
銀
。
朱
の
あ

で
や
か
な
衣
装
に
身
を
包
み
、
藤
田

中
心
街
を
約
三
㎞
に
わ
た
り
行
列
。

沿
道
の
多
く
の
見
物
客
か
ら
大
き
な

拍
干
か

お
く
ら
れ
ま
し
た
。

藤
川
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
鎌
倉

車
と
藤
原
軍
に
分
か
れ
た
県
北
中
生

か
、
当
時
の
合
職
を
再
現
し
た
模
擬

ぺ
口
職
を
披
露
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
歩
行
者
天
国
で
は
ミ

ニ
Ｓ
卜
涎
乗
会
、
笑
味
換
擬
店
。
わ

ん
こ
そ
ば
人
喰
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
楽

し
い
企
画
か
盛
り
だ
く
さ
ん
川
意
さ

れ
、
終
日
、
多
く
の
人
出
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

▲勝ちどきを上げていざ出陣

Ａ岩手県平康町からもかけつけてくれました



勇壮な時代絵巻
義経 まつり

～国見町あつかし山

▲相罵中ノ縣騎馬会の皆さん

▲祭りを盛り上げた町内小学校鼓笛隊

▲夕暮れのなか行われた帰御式

４県北中生手づくり甲胄による槓擬合戦



快
晴
の
も
と

町
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

町

、
国

見
町
あ

っ
か
し

山
奥

州（

口

戦
八
百

年
祭

実
行
委

貝
会

、
国
見

町

健

康

づ
く
り

推
進
協

議
会

が
主
催

す

る

「
奥

州「
口
戦

八
百
年

祭
町

民
ウ

ォ

ー
キ
ン

グ
大
会

」
は

、
快
晴

に
恵
ま

れ

た
十
月
１

日

、
酉
二

十
名

か
参
加

し
て
行

わ
れ

ま
し

た
。

コ

ー
ス
は

役
場
を

出
発

し
、

義
鰹

腰
掛

け

松
、
岩

渕
墫

跡
、

ド
ニ
重

堀

防
塁

な

ど
を
見

学
す

る
約
1
8
㎞
。

途

中

、
森
江

野
町
民

セ
ン

タ

ー
で
は
川

意
さ

れ

た
豚

汁

に
舌

づ
っ

み

を
打
ち

、

再
び
元

気

い
っ

ぱ
い
歩
き

は
じ

め
ま

し

た

。
今

回

参
加
さ

れ

た
方
の

最
年

長
者

遠
藤

義
亮

さ
ん
（
7
6
》
を

は
じ

め
、

全
員

か
無

事
完

歩
し

ま
し

た
。

▲厚樫山もくっきりと

▲歩け、歩け

▲最高齢考の遠藤穐亮さん

▲これが一番らくちん▲ う まい.Ｘ

教
育
委
員
に

野
村
和
夫
さ
ん

斎
藤
庸
吉
さ
ん

教
育
委
員
の
横
山
市
郎
さ
ん
、
村

上
太

。
さ
ん
の
辿
任
に
よ
っ
て
、
新

し
く
野
村
和
夫
さ
ん
（
5
8）
―
小
坂
字

板
橘
二
四
が
九
月
二
十
六
日
付
、
斎

藤
庸
古
さ
ん
（
5
5）－

森
山
字
東
新
田

ヱ
（

か
卜
月
一
日
付
で
九
月
定
例
町

議
会
の
同
意
を
得
て
任
命
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
佐
藤
利
雄
さ
ん
（
6
9）
ｉ
石

母
田
字
横
町
九
―
も
再
任
さ
れ
、
卜

月
二
Ｈ
に
閧
か
れ
た
町
教
育
委
・貝
会

に
お
い
て
引
き
続
き
教
育
委
員
長
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

佐藤 利雄さん 斎藤 庸吉さん 野村 和夫さん



幸せづくりにあなたの心を

赤い羽根で親し まれている共同

募金運助が、10月１日に スタ ート

し、12月末日 まで続けられ ます。

なかでも12 月は、この共同募金運

助を締めくくる「 歳末たすけあい

募金丿 活動が、より 活発に行われ

る時期です。こうした 運動を通し

て集めら れたお金は、民岡の社会

福祉団 体や施股が行う福祉事業 の

黄金となり ます。

”
赤

い
羽

根
”

共
同
募
金
運
動

募
金
運
動
を
支
え
る

た
す
け
あ
い
精
神

共
同
秘

金

運
動

は
、
昭

和
．
．卜

．
．

年

に
『

た
す

け
あ

い
』

の
国

民
運
動

と

し
て
始

ま

り
ま
し

た
が
、

な

ぜ
、

た

す
け

あ

い
が
必
要

だ

弓
た
の
で

し

よ

う

か
．

敗
戦

に
よ

っ
て
民
間

の
福

祉
団
体

の
嘔

業
資

金

が
不
足

し
、
乍
活

に
附

心
て

い
る
人
た

ち
を
十

分

に
た
す
け

て

い
く
こ

と

が
で

き

な
く

な
っ
た

た

め
で

す
．
そ

こ
で
．
国
民
相

互

の
た
す

け

あ

い
が
必
番

だ
っ
た

の
で

す
．
　こ

の

た
す
口

あ

い
帖

神
は

．
今

も
共
同

紅
金

連
動

を
支
え

て

い
く
人

き
な
哇

と

な
っ
て

い
ま

す
．

社
会
福
祉
活
動
の

充
実
を

鳥
齢
化
社
会
の
到
米
は
．
社
会
福

祉
の

．
層
の
充
火
が
水
め
ら
れ
る

．

つ
の
川
因
で
す
．
ま
た
、
身
体
障
害

矜
の
背
さ
人
が
持
つ
能
力
を
社
会
に

乍
か
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
峨
の

福
祉
活
動
が
必
要
で
す
。

こ
う
し
た
柚
企
柚
祉
活
動
を
よ
り

充
実
さ
せ
て

い
く
う
え
て
、
こ
の
民

同
分
舎
越
助
は
。
民
間
の
社
会
福
祉

団
体
の
川
源
を
確
保
す
る
担

い
手
と

し
て
の
役
刈
を
米
た
し
て

い
ま
す
。

で

は
、
こ
の
旅
金
活
動
は
、
だ
れ

が
ど
の
よ
う
に
し
て
。
行
っ
て
い
る

の
で
Ｌ
’‘

う
か
。

募

金
活
助
は
二
百
万
人
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
で

昨

叭

．

皆

さ

人

か

ら

寄

せ

ら

れ

た

寄

付

金

の

総

額

は

約

．
．
．自

．
．
．
卜

．１１ｔ

億

円
で

し

た
．

こ
れ
は

、
延

べ
．
、召
‥
万

人

と

い
わ
れ

る
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

一
入

．
入

の
力

に
よ

っ
て
集

め
ら

れ
た

も

の
で

す
．

徐

金
の

仕
方

に
は
、

ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
の

人
た

ち

が
家

々

を
訪
ね
て

お
畭

い
す

る
．戸
別

似
金

、

．
吸

企
業

な
ど

の
法
人

か
ら
受

け
る
法

人
紅
奎

な
ど

が
あ

り
ま
す
．

そ

し
て
．

連
動

が
始

ま
・
た

と
き

に
よ

く
見

か
け

る
街
頭
紅

金
、
変

わ

．
た

と
こ

ろ
で

は

、

．
つ
の
職
場

の

中

で
勦

い
て

い
る
人

た

ち
が
ボ
ラ

ン

テ

ィ
ア

と
な

り
．
職

場
内
で

俳
金

活

如

を
ｈ

う
職

域
分

金
と

い
う
や

り
万

も
あ

り
ま
す
．

募

金
は
何
に
使
わ
れ
る
？

さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
集
め
ら
れ
た

布
付
令
は
、
呪
在
、
在
宅
の
寝
た
き

り
や

。
人
搾
ら
Ｌ
の
お
年
寄
り
、
心

身
に
障
害
の
あ
る
べ
た
ち
へ
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
地
域
柵
祉
。
施
設

援
護
に
改
ぞ
っ
て
い
ま
す
。

も
し
、
あ
な
た
が
1
.川
吟
付
す
る

と
。
そ
の
ｔ

川
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

に
使
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
、
寄
付
全
体
で
は
い
く
ら

ぐ
ら
い
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
表

に

し
て
み
ま
し
た
。
じ
っ
く
り
ご
覧
項

い
て
。
共
同
募
金
運
動
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

昭和63年共同募金の配分総額
210 億円

配分額 どんな事業に配分されたか 千
円の

配分額

75
億円

年末年始、生活に困っている人た

ちに灯油や毛布を贈ったり．一人

碁らしのお年寄りのための年末の

掃除などに

357
円

(  35 -  7 % )

50
億円

ボランティア活動をすすめたり．

福祉活動への要望を綱査するため

に

238
円

【四 .  6 】

31

億円

一人暮らしや体の不自由なお年寄

りのための給食・入浴のサービス

などのために

148　
円

い 4 -  8  % )

19

億円

子供たち全体のための遊び場やお

もちや図書館などのために

90

円
(  9  . 0 %  )

18

億円

体の不自由な人のための訓練設備

や、家から通い仕事をする共同作

集所などのために

86

円
【8 .6 %】

17

億円

いろいろな相談活動、その他の福

祉活動賢に

81
円

(8.1％)

※
配
分
総
顧
と
は
寄
付
金
総
額
か
ら
事
務
経
費
な
ど
を
除
い
た
額
の
こ
と
で
す
。



平成元年度表彰

晴れの受賞を祝う
～松田さんら25人を表彰～

▲受賞者の皆さん

「
平
成
元
年
度
国
見
町
表
彰
式
」
が
、
十
一
月
九
日
に
町
公

民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
で
は
、
長
い
間
、
地
方
自
治
の
発

展
に
尽
力
さ
れ
た
十
四

人
の
功
労
表
彰
者
を
は
じ
め
、
二
十
五

人
に
冨
永
町
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ

の
表
彰
式

は

、
町
表
彰

規
定

に

よ

り
、

本
町

の
政

治
、
経

済
、
産
業

、

文
化
．

社
会

な
ど

町
政
各

般
に

わ
た

ご

ぐ
、
町
政

の
振

興
、
発

展
に
尽
く

さ
れ

た
方

々
を
顕
彰

す
る
も

の
で

．

今
年
で

二
十

三
回

目
を
迎

え
ま
し

た
「
．

今

年

は
、
功

労
表
彫

と
し
て

農
業

委
員

の
松

田
平
治

さ
ん

、
消
防

団
の

斎
藤

栄
司

さ
ん

、
商
額
寄

附
者

の
小

西

長
．・．．郎

さ
ん
を

は
じ

め
亅
四

人

が

受
賞

、
普

行
衣
彰

は
多
年

町
内

会
長

、

納
税

貯
蓄
組

合

長
を
務

め
ら
れ

た
佐

藤
和

次
き

ん
ら
ト

ー
人

か
受
賞

．

ま

た
、
多

年

の
文
化
振

興

に
尽
く

さ

れ
た
功
績

に
よ

り
画
家

の

石
原
兌

雲
き

ん

と
、
あ

っ
か
し
俳

句
会

の
熊

川

．
怡
き

λ
に
特

別
功
労

賞

が
贈
ら

れ
ま

し

た
．

式

で

は
．
町

発
展
の

た

め
そ

れ
ぞ

れ

の
分

野
で
尽
力

さ
れ
て

き

た
受
賞

古

一
人
ひ

と

り
に
．
冨
水

町

長
か

ら

表
彫

状

と
記
念

品
か
贈

ら
れ
ま

し

た
．

受

賞
者

を
代

表
し
て

松
川
平

治
さ

ん

か
、

「
栄
え

あ
る
賞
を

い
た
だ
き

た
い
へ

λ
光
栄

で
す
『．．
今

日

の
感
激

を
町

に
銘

じ
、
今

後
も

町
発

展
の

た

め

努
力

い
た
し

ま
す
「
」
と
謝
辞

を
述

べ
て

表
彫

式
を
終

え
ま

し
た

．

（
敬

称
略

）

功

労

表

彰

▽
松
田
　
平
治
（
農
業
委
員
）

▽
石
川
　
博
穂
（
農
業
委
八
）

▽
斎
藤
　
栄
司
（
消
防
団
員
）

▽
斎
藤
　
重
美
｛
消
防
団
貝
｝

▽
石
川
　
好
一
（
消
防
団
員
）

▽
小
林
　

光
雄
（
消
防
団
員
）

▽
佐
藤
　
洋
一
（
消
防
団
貝
）

▽
浅
野
　
武
志
（
消
防
団
貝
）

▽
小
西
長
三
郎
（
一
般
）

▽
奥
山
　
険
夫
（
町
職
Ｕ
）

▽
佐
藤
　
光
男
（
町
職
貝
）

▽
佐
竹
　
朝
子
（
町
廠
員
）

▽
斎
藤
ア
イ
子
（
町
職
八
）

▽
佐
藤
　
幸
子
（
町
職
ａ

）

善

行

表

彰

▽
佐
藤
　

和
次

（
町
内
会

艮

・
納

税

貯
蓄

組
べ
口
艮
）

▽
野
村
　

勝
一

（
町
内
会

妊

）

▽
古
内
　

吉
蔵

（
町
内
会

長

）

▽
佐

々
木

義
蔵

（
町
内
会

長
）

▽
佐

藤
　

政
一

（
納

税
貯
蓄

組
（
ｎ
長

）

▽
高

橋
　

照

治

（
納

税
貯
蓄

組
（
口
長

）

▽
菊

地
　

順

偉
（
納

税
貯
蓄

組
合

長
）

▽
佐

藤
喜
久

雄
（
納

税
貯
蓄

組
介

艮

）

▽
佐

藤
　

正

一

（
納

税
貯

蓄
組
合

艮

）

▽
石
原
　

晃

雲
（
画

家
）

▽

熊
田
　

一

怡
（
一

般
）



財 政 公 表

一般会計は8億8,780万円の支出

～平成元年度上半期の財政状況～

今
年
度
上
半
期
（
四
月
か
ら
九
月

ま
で
）
の
、
各
会
計
の
財
政
状
況
を

公
表
し
ま
す
。

つ
ま
り
、
町
財
政
の
収
入

と
支
出

に
つ
い
て
、
九
月
一
二
十
日
現
在
の
中

間
報
告
と
も
い
え
る
も
の
で
す
。

こ
の
公
表
は
、
町
条
例
の
規
定
に

よ
っ
て
行
う
も
の
で
、
詳
し
く
知
り

た
い
人
は
、
役
場
総
務
課
に
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

一
　

般
　

会
　

計
　

の
　

執
　

行
　

状
　

配

く歳 入J

区　　　　　 分　　 予算齲(千円) 収入濱頷(千円) 収入刺恂

町　　　　　　 椏　　　 材 3 ｺ 45　　　.112　　　 匐亅

地　 方　譲　 与　稷　　　81,9(x)　　16,55･　　　 加.z

利 子 割 交 付 全　　　13,583　　　　4.5  れ　　　33.7

ゴルフ場刊躙髱交付童　　　　9,072　　　　1,7a2　　　19.6

自● 奉取 得梗交付金　　　･0,s00　　　14.4　　　3s.6

地　 方　文　付　 欖　　I,30?,641　　　.9　　　7s.6

文通安全吋篥特別文付金　　　　2  ､ 4　　　　 卵0　　 屬.5

分 柚 全 及 ぴ負担 金　　　ll.  ｰ　　　　4.6　　　39.3

使 用 料及ぴ 孝 義科　　　29,790　　　.4　　　5s.31　

庫　 支　出　 金　　　74,056　　　.9　　　17.5

●　 支　 出　 金　　　ｰ  れ .3　　　.  3　　　8.1

財　 産　 収　 人　　　　1.7s5　　　　4.　　279.･

寄　　　 飛　　　 盒　　　　 し 0　　　　0　　ｰ  8.2

繰　　　 入　　　 盒　　　ｰ  .6 加　　　　　0　　　{}

餓　　　 趙　　　 金　　　.3　　　.3　　ｰ  側 .0

蒿　　　 収　　　 入　　　26　　　.9  れ　　　63.0

町　　　　　　 傭　　　%.  400　　　　　0　　　　0　　

合　　　 訝　　　　2.535.08s　　 引 6.8 %　　　59.8

く歳 出）

区　 分　 予算顫{千円} 支出湊麟け 円) 執行率(ｓ)

議　会　 費　　　73.857　　　1,031　　　48.s

総　曩　 費　　4  .  7　　　4.1　　　36.7

民　生　 費　　6  囲　　　7 り,691　　　38.9

鵆　生　 費　　3.1　　　107.091　　　 引 .2

晨林水産１ 費　　2  .3　　　.2  前　　　27.0

商　工　 費　　　.5　　　13. 馴2　　　70.9

土　本　 鬢　　43･.s96　　　134.906　　　31.0

滴　防　 鬢　　l 】5. 1　　　 新 .2　　　47.7

教　育　 費　　3  .5 誌　　　156,609　　　42.2

災害 馥旧黌　　　4a.451　　　　4z2　　　1,0

公　僂　 費　　2 ・,031　　　75.5s2　　　36.9

諞 支 出 金　　34,1s4　　　　　0　　　0

予　●　 鬢　　　6,a{x》　　　　0　　　　0

合　jt　　2,535.0 腿　　　U7,8 闥　　　35.0

地
　

方
　

償
　

の
　

状
　

況

区　　 分　　　9 月末残高(干円)

土　　　 ＊　　　　　581,166

蠹　　　 育　　　　　7 】3,53S

公 茸 住 宅　　　　　　34,85S

覧 耋 福 祉　　　　　　614

曩 林 土 木　　　　　　23j96

杜 金 福 祉　　　　　　1,321

保 健 眸 育　　　　　 】12,599

消　　　 訪　　　　　　8,3 加

衛　　　 生　　　　　　6.

興 言 ●ll　　　　　　 れ 靆 れ

そ　 の　 他　　　　　9.

針　　　　　　　 れ 6 . 幻 5

町
　
椏
　
の
　

収
　
人
　

状
　
況

区　　　 分　　　 予算額(千円)　　 収入済飯(千円) 収入搴(％)

町　 民　 脱　　　　2  印 . 7　　　　　128,936　　　49.5

固 定 資 産 税　　　　 引 2.3 ? 2　　　　2  . 3　　　70.2

軽 自 動 車 税　　　　　 ｎ.841　　　　　　ll .8　　　 】 側 .5

町 た ば こ 麗　　　　　.7　　　　　　2L3　　　39.6

特別土地保有税　　　　　　228　　　　　　　697　　　3  . 7

旧法税(電気税)　　　　　5.　　　　　4.8　　　96.6

計　　　　　　　3.745　　　　　387jl 】　　　60 ｊ

国民健康保険欖　　　　3  .　　　　　1 槌.090　　　49.8

特

別

会

計

の

執

行

状

況

会　 針　　名 � 予算額(千円) � 収入濆頷（千円）　
： 収人剌 ％） ��支出滴韻(千円)　 ・ 執行率(％)

国民健嗽保険特豺会叶 �33  訂 �343.2  & �48.1 �243.600 �34.2

老人保健特別会針 �526.2 �252.070 �47.9 �200.939 �38.2

渇水対策施設特別会計 � 載 . 2 �Z3,001　 ・　　71.9 ��.042　 ・　　47.0

貝田爾易水遂特別会計 �.5 �6  , 4 �60.8 �4  . 引 8 �40  .8

育英事裏特別会計 �4.911 �3  霪 四 �77  .8 �1,708 �34.8

入山財産区特別会計 �5.  ｰ �3.4  村　・　　65.7 ��3.074　:　　58.2

藤田財産区特別食耐 �294 �293 �99.7 �106 �36.1

大木戸財産区特別会計 �Z70 �275 � 加 1.9 �92 �34.1

石毋田財産区特別会計 �385 �339 �88.1 �151 �39.Z

公共下水適神別会針 � 恫,088 � 引 .0 訂 �33.0 �18,818　: 20.0



平
成
元
年
度

成

人

者

来
年
一
月
十
五
日
成
人
式

来
年

一
月
十

五
日

の

「
成

人
の

日
」

に
は
町

の
成
人

式
か

行
わ

れ
ま
す

。

対
象
者

は

。
昭
和

四
十
四

年
四
月

二

日
か

ら
昭
和

四
十
五

年
四

月
一

日

ま

で
に
生

ま

れ
た
方
で

、
町
内

在
住

者
で

す

。
た

だ
し
、

希
望
す

れ
ば

当

町

出
身

の
町
外

在
住
者

で
も

出
席
で

き

ま
す

の
で

、
早

め
に
教
育

委
員
会

に
申
し

込
み
く

だ
さ

い
。

十
一
月

一
日

現
在

の
予
定

者
は
次

の

と
お
り

で
す

。
氏

名
に
誤

り
や
記

載

も
れ
か

あ

れ
ば
お

知
ら
せ

く
だ

さ

い
。

（
一

八
五

―
二

一
一

一
内
線

二

匸
一
、

有

線
四

一
七
一

）

（

敬

称

略

）

・

小
坂
地
区
　
2
0名

佐

藤

沖

子

食

藤

ゆ
み
子

佐

藤

直

美

安

藤

秀

樹

阿

部

Ｗ

之

仲

野

周

子

遠

藤
　
　

茂

早
　
田
　
　

豊

安

藤

裕

子

朽

木

深

雪

野

村

峪
　
一

一
　
條

昭

博

渡

邊

直

喜

高

橋

久
美
子

商

原

述

夫

赤

坂

正
　
行

安

藤

叉

和

鴨

川

良

子

菅

野

良

明

隔

旧

陽

子

・

藤
田
地
区
　
6
2
名

斎

藤

詳

子

商

儒

博

幸

太
　
田

哲

也

本

間

敏

夫

齋

藤

浩

幸

佐

鱗

敏

明

武

田

佳
代
子

鈴

木

成

笑

徳
『
ぼ

勇

人

奥

山
　
　

浩

鈴

木

秀

男

反

田
　
　

透

鈴

木

美
由
紀

攸

藤

雅

広

曳

地

正

勝

攸

藤

木
無
子

菊

地

真
曲
英

八

鳥

智

子

浅

野

早

薗

國

井

江

艾

安

藤

綾

子

伊

藤
　
　

誠

佐

藤
　
日
出
男

花

輪

忠

康

岩

城

彰

朗

渡

邊

浩

行

隍

藤

康

子

八

鳥

隆

正

星
　
　

由

香

阿

曽
　

．

江

古
小
高

雅

寿

阿

部

み
ゅ
き

佐

藤

笑
貴
子

内

村

有

子

菊

池

岳

広

村

ｈ
　
て
る
み

古
　
Ⅲ

郁

子

‐長
谷
川

孛
　
子

八

を

孝

文

占

川

油

和

鵬

橋

直

美

佐

藤

美
奈
子

松

浦

由
笑
子

須

藤

浩
　
一

薊

地
　
　

守

大
和
旧

浩
　
子

羽
桃
田
　
　

修

１
　
ｆ
　
　

Ｉ

何

Ｉ
’
　
　

陣

山

崎

明

美

佐

膜

由
紀
子

崩

擒

笑
江
子

佐

藤

友

行

鈴

木

智
賀
子

遠

藤

笑
智
子

佐

藤
　
　

勦

小

紫

寿

枝

ｈ
卜
嵐

純
　
子

高

鳴

義

光

岬

野

悦

子

五
卜
嵐

亜

也

大

内

勝

広

佐

藤
　
　

泉

ｓ

森
江
野
地
区
　
2
6名

佐
久
川

災

哇

占

田

美
智
子

佐
久
間

敏

江

人

津

美
和
子

廣

居

京
　
子

古
　
川

裕

次

斎

藤

司

郎

佐

野
　
　

鵬

怜

野

玲
　
ｆ

小

池

孝

宏

内

村

災
智
子

佐

鱗

丈
由
紀

佐

鵬

僥

樹

佐

藤

隆

か

石

川
　
　

宏

石
　
川
　
ひ
ろ
み

斎

藤

祐

行

村

ｈ

余
友
Ｆ

剛

野

由
炙
ｆ

村

Ｌ

艾
知
子

村

上

賢

次

鯛

地

栄

子

佐
久
間

隆

司

寺

鳥

祐

司

荒
　
　

加
代
子

佐

藤

邦

彦

・

大
木
戸
地
区
　
2
9名

大
河
原
　
　

敏

阿

部

剛

志

商

橋

正

利

星

野

博

子

松

浦

幸

子

渋

谷

£

企

阿

部

聹

弘

志

村

輝

ｆ

吉
　
田

さ
や
か

松

浦

幸

１

松

浦

付

雄

松

浦

眼

男

佐

藤

由
美
子

睛

澤

政

行

吼
　
野

紀

子

佐

藤

啓

修

高

橋

裕

子

齋

蘓

正
　
二

中

山

宗

隆

渋

谷

件

子

星

野

笑

和

一八

島

敏

之

古
　
田

勝

彦

松

浦

敏

子

松

浦

真
由
美

松

浦

由

美

松

浦
　
め
ぐ
み

遵

４

功

啓

遠

藤

幸
　
子

・

大
技
地
区

７
名

鈴

木

英

行

小

林

孝

か

鈴

木

真
由
笑

井

砂

順

子

齊

藤

嘉

弘

松

浦

淳
　
】

瀬

戸

広

叉

今
計
川

名
（
男
6
9
名

女
7
5
名
）

健
康
講
演
会

開
催
さ
れ
る

町
と
国
見
町
健
康
づ
く
り
推
逃
協

議
会
か
主
催
す
る
『
健
康
講
演
会
』

が
十
月
三
日
、
町
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
堂
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

公
立
藤
田
総
合
病
院
院
長
の
本
宿

尚
先
生
を
講
師
に
迎
え
『
成
人
病
予

防
の
日
常
生
活
』
に
つ
い
て
講
義
が

あ
り
、
先
生
独
特
の
ユ
ー
モ
ア
を
交

匕
え
た
わ
か
り
や
す
い
説
明
に
、
参

加
さ
れ
た
約
九
十
人
の
町
民
の
方
は

メ
モ
を
取
り
な
が
ら
熟
心
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
。
成
人
病

に
対
す
る
知
餓
を
一
層
深
め
、
今
後

の
健
康
管
理
に
役
立
て
よ
う
と
真
剣

に
学
ん
で
い
ま
し
た
。

４鯰ｌ講演会



ふるさとの文化財

6

7貝田向山砦跡

菊　池　利　雄

貝田向 山砦跡所在図

元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
作
成

に
か
か
る
「
奥
州
伊
達
郡
貝
田
村
絵

図
」
（
翡
鯨

弱

Ｓ

に
よ
れ
ａ

、

Ｊ
Ｒ
東
北
線
貝
田
駅
の
東
約
五
百
日
、

旧
仙
台
藩
懊
と
の
境
界

’器

％

）
上

の
稜
線
上
に
あ
つ
か
し
山
が
描
か
れ

て
い
る
。

こ
の
阿
津
賀
志
山
は
大
田
山
と
も

言
わ
れ
、
標
高
約
二
五
〇
Ｍ
、
安
永

二
年
（
一
七
七
三
）
の
仙
台
藩
「
刈

田
郡
越
河
村
御
用
書
上
」
や
。
明
泊

十
三
年
（
一
八
八
〇
）
に
書
か
れ
た

『
信
達
二
郡
村
誌
』
貝
田
村
の
項
に

も
記
較
が
あ
る
。

こ
の
山
よ
り
旧
村
の
貝
田
と
光
明

寺
の
境
界
に
沿
っ
て
、
南
に
延
び
る

支
脈
上
を
約
八
百
日
程
降
り
れ
ば
、

稜
線
上
の
高
地
向
山
｛
３

に
び

に
遠

す
る
。
貝
田
の
街
村
の
東
約
五
百
ｕ

に
位
置
し
て
お
り
、
向
山
の
北
側
は

沢
田
山
、
南
は
新
田
山
・
滝
山
、
そ

し
て
光
明
寺
の
志
田
峰
と
周
辺
は
急

崖
状
の
傾
斜
地
を
な
し
、
西
側
向
沢

田
の
低
地
と
の
比
高
は
約
五
〇
ａ

を

は
か
る
要
害
地
で
あ
る
。

こ
の
向
山
の
山
頂
郎
に
は
、
小
規

嗅
で
は
あ
る
か
土
塁
と
空
堀
が
め
ぐ

ら
さ
れ
、
西
に
延
び
る
稜
線
に
浅
い

堀
切
か
残
さ
れ
て
お
り
、
北
東
稜
線

上
の
沢
ｍ

山
に
も
土
塁
遺
構
か
あ
る
。

こ
の
砦
の
築
か
れ
た
時
期
な
ど
に

つ
い
て
は
。
地
元
で
の
伝
承
を
欠
き

明
ら
か
で
な
い
か
、
宮
城
県
白
石
市

教
育
委
員
会
作
成
の
「
埋
蔵
文
化
財

包
蔵
地
分
布
地
図
」
に
よ
れ
ば
、
ど

の
よ
う
な
遺
構
を
根
拠
と
し
て

い
る

か
は
明
確
で
は
な
い
か
、
前
紀
の
阿

津
賀
志
山
を
含

め
て
、
現
在
の
ゴ
ル

フ
場
一
帯
の
地
を
高
寺
山
舘
と
し
て

と
ら
え
ら
れ
て

い
る
か
、
こ
の
向
山

砦
は
そ
の
範
城
に
は
含
ま
れ
て

い
な

い
よ
う
で
あ
る
。

向
山
砦
は
国
見
町
内
に
分
布
を
み

て
い
る
、
文
治
五
年
（
一
一
八
九
）

蓆
頼
朝
の
鎌
倉
軍
を
迎
撃
す
る
た
め

に
、
藤
原
泰
衡
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ

た
阿
津
賀
志
楯

の
一
部
を
な
す
砦
と

み
ら
れ
、
東
山
道
を
只
田
の
地
狹
都

を
遖
っ
て
北
上
す
る
鎌
倉
軍
に
。
側

面
よ
り
攻
撃
を
か
け
る
た
め
に
築
か

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
鳥
取
の
二

階
平
砦
・
石
毋
田
の
陣
場
舘
、
駒
場

砦
な
ど
と
構
造
的
に
み
て
も
類
似
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
に
お

け
る
構
築
を
み
た
可
能
性
か
強

い
。

今
後
、
阿
津
賀
志
楯
の
解
明
を
進

め
る
上
で
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
よ

う
な
関
連
の
砦
群
の
調
査
か
不
可
欠

で
あ
り
、
遺
磚
と
み
ら
れ
る
土
塁
や

空
堀
な
ど
を

ご
存
知
の
方
が
あ
り
ま

し
た
な
ら
、
御
畝
示
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

本
嶋
ｇ

吋

に
み

た
冫

ａ

．
貝
ｍ

ｌ

奉
！

氏

｀
御
ｓ

｀

を
い
た
″‐

い

气

付
肥
し

｀
御
札
ｔ

申
し
ゐ

‥
廬
す

．

平
成
２
年1

月
か
ら
土
曜
閉
庁

第
２
・
第
４
土
曜
日
を
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

国
見
町
で
は
、
平
成
二
年
一
月
か

ら
一
部
の
施
設
や
業
務
を
除
き
、
毎

月
の
第
二
・
第
四
土
曜
日
を
休
み
と

す
る
『
土
曜
閉
庁
』
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
．

今
ま
で
は
、
各
土
曜
日
に
交
替
で

半
分
ず
つ
出
勤
す
る
『
四
週
六
休
制
』

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
．
す
で
に

国
・
県
が
土
曜
閉
庁
を
実
施
し
て
い

る
こ
と
や
．
民
間
の
各
会
杜
で
も
週

休
二
日
制
が
進
展
し
て
い
る
こ
と
も

あ
っ
て
、
伊
達
管
内
の
町
村
か
一
斉

に
来
年
一
月
か
ら
『
土
曜
閉
庁
』
を

実
施
す
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
す
．

休
み
に
な
る
施
設

第
一
７

第
四
土
曜
日
か
休
み
と
な

る
の
は
役
場
の
一
般
業
務
で
す
。

た
だ
し
。
窓
口
業
務
の
う
ち
、
死

亡
届
の
受
理
や
、
埋
火
葬
許
可
書
の

発
行
は
、
日
曜
日
と
同
じ
く
取
り
扱

い
ま
す
。

次
の
施
設
は

休
み
ま
せ
ん

次
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
従
来
通

り
土
曜
日
も
業
務
を
行
い
ま
す
。

・
水
道
浄
水
場

・
小
中
学
校

・
幼
稚
聞

・
保
育
所

（
開
放
施
般
）

・
公
民
館

・
町
民
体
育
館

・
勤
労
者
体
育
館

・
テ
一一
ス
コ
ー
ト

・
森
江
野
町
民
セ
ン
タ
ー

・
町
立
学
校
施
設
（
ナ
イ
タ
ー
施
般
、

体
育
館
な
ど
）

な
お
。
閉
庁
に
あ
た
っ
て
は
、
緊

急
の
場
合
に
も
支
障
の
な

い
業
務
体

制
の
盤
備
を
行
う
ほ
か
。
行
政
サ

ー

ビ
ス
を
極
力
低
下
さ
せ
な
い
よ
う
に

い
た
し
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
御
理
解
と
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。



秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

朝
晩
の
冷
え
込
み
と
と
も
に
、
こ

れ
か
ら
は
空
気
が
乾
燥
し
火
災
か
発

生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
火
の
取
扱

い
に
は
十
分
注
意
し
、
火
災
の
無
い

明
る
い
町
を
み
ん
な
で
築
き
ま
し

よ

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

今
年
か
ら
1
1月
９
日
『
１
１
９
番

の
日
』
と
関
連
付
け
。
1
1月
９
日
か

ら
1
1月
1
5日
ま
で
の
７
日
間
と
な
り

ま
し
た
。

災
害
に
遭
っ
た
ら
、

災
害
を
見
た
ら
／

正
確
な
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

と
も
う
ひ
と
っ
、
近
ぐ
の
目
標
物
を

迅
速
適
確
に
通
報
す
る
こ
と
か
．
被

害
を
小
さ
く
し
ま
す
．

消
火
器
の

訪
問
販
売
に
ご
注
意
／

近
頃
、
悪
質
楽
者
の
訪
問
販
売
に

よ
る
苦
情
か
殺
到
し
て
お
り
ま
す
．

販
売
方
法
と
し
て
は
．

０
法
律
が
改
正
さ
れ
、
消
火
器
を
偉

え
る
義
務
か
あ
る
。

０
消
防
署
の
方
か
ら
来
た
。

○
消
防
署
の
関
係
者
だ
。

と
い
っ
た
、
大
変
ま
ぎ
ら
わ
し
い
方

法
で
す
。
消
防
署
で
は
、
消
火
器
の

販
売
は
一
切
い
た
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

お
か
し
い
と
感
じ
た
ら
、
代
金
を
支

払
う
前
に
消
防
署
へ
連
絡
し
、
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

伊
達
地
方
消
防
組
合
西
分
署

酋
ハ
ニ
ー
三
一
九
〇

ル
ー
ル
を
守
っ
て

楽
し
い
狩
猟

1
1
月
1
5
日
～

２
月
1
5日

（

ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
、
待
望
の
狩

猟
か
1
1月
1
5日
解
禁
に
な
り
ま
し
た
。

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
事
故

の
な
い
楽
し
い
狩
猟
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
狩
猟
を
す
る
と
き
は

○
発
射
の
際
は
、
必
ず
前
方
（
矢
先
）

の
安
全
を
確
認
し
．
安
全
が
確
認

で
き
な
い
時
は
発
射
し
な
い
．

０
水
平
撃
ち
を
し
な
い
．
ま
た
竹
林

な
ど
跳
弾
の
お
そ
れ
の
あ
る
楊
所

で
は
発
射
し
な
い
．

０
人
家
や
人
の
気
配
が
す
る
方
向
に

は
、
絶
対
銃
口
を
向
け
な
い
．

０
実
包
は
発
射
の
直
前
ま
で
装
て
ん

し
な
い
・

ま
た
．
必
要
が
な
く
な

う
た
ら
直
ち
に
脱
包
す
る
．

○
歩
行
、
休
憩
時
に
は
銃
を
折

り
て

お
く
か
、
遊
底
を
引
い
て
機
関
部

を
開
放
し
て
お
ぐ
。

特
設
人
権
相
談
所

を

開

設

福
島
地
方
法
務
局
、
福
島
人
権
擁

護
委
員
協
議
会
及
び
町
で
は
、
次
の

と
お
り
無
料
特
般
人
権
相
談
所
を
鬨

設
い
た
し
ま
す
。

○
学
校
。
職
場
内
の
問
題

○
家
族
問
の
問
題

○
近
隣
関
係
の
問
題

相
談
内
容
は
す
べ
て
秘
密
で
す
の

で
、
困
り
ご
と
、
悩
み
ご
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。

担
当
者
は
、
人
権
擁
護
委
員
お
よ

び
法
務
局
職
員
で
す
。

◇
日
　
時

平

成
元
年
1
2
月
６

日
（
水

）

午

前
1
0
時

～
午

後
３
時

◇
場
　
所

国
見
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

6
4
歳
ま
で
の
方
は

国
民
年
金
に
加
人
で
き
ま
す

国
民
年
金
に
は
二
十
巌
か
ら
六
十

歳
ま
で
の
方
は
必
ず
加
入
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
か
、
六
十
歳
に
な
っ

た
と
き
に
過
去
に
任
意
加
入
し
な
か

っ
た
期
間
や
未
納
期
間
、
迫
納
で
き

な
い
免
除
期
間
が
あ
り
、
年
金
が
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
年
金
額
か
少

な
か
っ
た
り
す
る
場
合
、
六
十
五
臓

に
な
る
ま
で
の
間
、
国
民
年
金
に
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

本
人
の
任
意
の
加
入
で
す
の
で
、

申
出
の
あ
っ
た
日
か
ら
加
入
と
な
り

ま
す
。
希
望
の
方
は
、
六
十
歳
に
な

り
た
ら
早
め
に
申
出
し
ま
し
ょ
う
。

知
つ
て
い
ま
す
か
？

こ
の
マ
ー
ク

地
域
食
品
認
証
マ
ー
ク

私
た
ち
の
生
活
に
な
匕
み
の
深

い

「
豆
腐
、
油
揚
げ
、
納
豆
、
こ
ん
に

ゃ
く
．
か
ま
ぼ
こ
類

」
こ
れ
ら
の
包

装
を
よ
く
ご
覧
く
だ
さ
い
・

こ
の
マ

ー
ク
か
付
い
て
い
ま
せ
ん
か
？

加
工
食
品
の
全
国
的
な
基
準
と
し

て
Ｊ
Ａ
Ｓ
観
格
が
あ
り
．
賈
物
の
目

安
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
ら
の
食
品
の
よ
う
に
県
内
で
生

産
さ
れ
、
洸
通
し
て
い
る
加
工
食
品

（
地
域
食
品
）
は
保
存
性
が
低
く
．

地
城
に
よ
っ
て
味
や
大
き
さ
か
違
う

な
ど
の
理
由
で
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
現
格
の
対

象
か
ら
は
ず
さ
れ
て
い
ま
す
．

そ
こ
で
県
で
は
、
こ
れ
ら
の
地
城

食
品
に
つ
い
て
認
証
制
度
を
股
け
、

製
造
施
設
、
品
質
癨
理
丿
品
質
及
ぴ

表
示
の
そ
れ
ぞ
れ
の
基
拳
に
適
合
し

た
工
場
を
認
証
し
て
い
ま
す
。
そ
の

工
場
の
基
準
に
適
合
し
た
製
品
に
付

け
ら
れ
る
の
が
こ
の
『
地
城
食
品
昭

証
マ
ー
ク
』
で
す
。

ま
た
、
こ
の
マ
ー
ク
は
Ｊ
Ａ
Ｓ
規

格
を
補
い
な
が
ら
、
地
域
食
品
の
品

質
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
設
け

ら
れ
た
こ
と
か
ら
。
別
名
『
ミ
一一
Ｊ

Ａ
Ｓ
』
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
。
購
入
の
際
の
目
安
に
し
て

く
だ
さ
い
・

国
民
年
金
の
福
祉
施
設

を
利
用
し
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
の
福
祉
施
設
に
は
、
国

民
年
金
中
央
会
館
と
国
民
年
金
保
養

セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
保
養
セ
ン

タ
ー
は
、
自
然
公
園
や
温
泉
な
ど
の

恵
ま
れ
さ
環
境
に
設
け
ら
れ
、
四
季

を
通
じ
て
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
数
は
全
因
で
4
4か
所
に
な
っ
て

い
ま
す
。

利
用
料
金
は
、
一
泊
二
食
付
で
。

大
体
五
、
〇
〇
〇
円
見
当
で
す
。

お
申
込
み
、
お
問

い
合
わ
せ
は
各

保
養
セ
ン
タ
ー
へ
、
電
話
又
は
（

ガ

キ
で
ど
う
ぞ
。

福
鳥
県
の
国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ

ー
は
「
阿
多
多
羅
」
で
す
。

〒
刪
　
禍
島
県
二
本
松
市
岳
温
泉
一

丁
目
二
百
一

一
、
魯
○
二
四
三
－

二

四
－

二
三
〇
六



事
業
主
の
皆
さ
ん

退
職
金
金
づ
く
り
に
「
中
退
金
制

度
」

『
中
退
金
制
度
』
（
中
小
企
業
退

職
金
共
済
制
度
）
は
、
退
職
金
制
度

を
も
っ
こ
と
が
困
難
な
中
小
企
業
に
、

国
の
援
助
で
大
企
業
と
同
じ
よ
う
な

退
職
金
を
支
払
う
こ
と
か
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
っ
く

ら
れ
た
、
国
の
制
度
で
す
．

中
退
金
制
度
の
侍
色

・
国
の
制
度
で
す
の
で
安
全
・
確
奥

で
す

・
月
々
少
額
の
掛
け
金
で
、
企
業
の

実
態
に
あ

り
た
退
職
金
づ
く
り
が

で
き
ま
す

・
掛
け
金
の
一
部
と
制
度
の
運
営
費

は
、
国
が
負
担
し
ま
す

・
掛
金
は
税
法
上
損
金
、
必
要
経
費

と
し
て
全
額
免
除
さ
れ
ま
す

・
福
利
厚
生
施
設
を
設
置
す
る
場
合
、

そ
の
資
金
を
融
資
し
ま
す

掛
金
の
種
類

・
月
額

三
千

円
か

ら
一
一
万

円
ま
で

の

十
三

種
類

が
あ

り
ま
す

加
入
の
手
続
き

・
所
定
の
申
込
書
（
金
融
機
関
に
備

付
）
に
、
申
込
金
（
掛
金
の
一
月

分
）
を
添
え
て
、
お
近
ぐ
の
金
融

機
闃
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
．

間
い
合
わ
せ
先

国
見
町
商
工
会

Ｓ
八
苙
１
二
二
八
〇

交
通
事
故
無
料
相
談

交
通
事
故
‐

加
害
者
、
被
害
者
ど

ち
ら
も
悲
惨
な
も
の
で
す
。
交
通
事

故
で
悩
ん
だ
り
、
困

り
て

い
る
人
は
、

気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
・

電
話

で
の
相
鮫
も
受
け
て

い
ま
す
。

◆
相
談
日
時

月
曜
か
ら
金
曜

午
前
九
時
半
～
午
後
四
時
四
十
分

◆
弁
護
士
相
破
日

毎
週
木
曜
日

午
後
一
時
～
四
時

◆
相
談
鳩
所

福
鳥
市
栄
町
1
0‐

叭一
、
如
福
鳥
自

動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

魯
ニ

ー

匸
一
九
五
（
直
通
）

捜
査
活
動
に

ご
協
力
を

～
桑
折
番
察
署
か
ら
の
お
願
い
～

◇
被
害
に
あ
つ
た
ら

必
ず
届
出
を

『
被
害
が
少
な
い
か
ら
』
と
か
、

『
而
倒
だ
』
な
ど
と
い
わ
ず
に
必
ず

届
出
て
く
だ
さ

い
・

◇
事
件
が
あ
っ
た
ら

一
一
〇
番

早
い
一
一
〇
番
が
、
早
い
解
決
の

カ
ギ
に
な
る
の
で
す
．

◇
聞
き
込
み
捜
査
に

ご
協
力
を

協
力
い
た
だ
い
た
方
に
迷
惑
を
か

け
な
い
よ
う
細
心
の
注
意
を
は
ら
い

ま
す
か
ら
、
積
極
的
な
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
．

年
末
調
整
説
明
会

年
末
調
整
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に

と
り
て
破
定
申
告
に
代
わ
る
大
切
な

も
の
で
す
。

源
泉
徽
収
を
さ
れ
て
い
る
事
業
所

な
ど
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
出
席
ぐ
だ
さ

い
。

◆
卩

時

十
一
月
二
十
日
（
月
）

午
後
一
時
三
十
分

◆
会
　
場

桑
折
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

今
月
の
納
税

十
一
月
は
。
固
定
資
産
税
（
第
四

期
）
の
納
税
の
月
で
す
。

納
期
内

（
十
一
月
三
十
日
ま
で
）

に
納
入
し
ま
し
ょ
う
。

戸籍の窓口
(10月受付分)

出生おめでとうございます

子 の 名 保護者　　町内会
真理奈(ま り な)八巻 信詞 第　 七
光 正(みっまさ)斎庫 政利 宮 町 南

優 亮(ゆうすけ)菊田 英俊 簓　 三
暢( よ　　う)舟山 広裏 大 町 南

桜 子(さくらこ)千葉 義幸 第　 二

晶 美(ま さ み)徳江　 昇 第　 七

結婚おめでとうございます

氏　　 名
宗 川 博 明
高 橋 洋 子
八 鳥 正 季
畏谷川 修 子
八 番 喜治郎
長谷川 和 子

野 村 道 夫
田 中　寿 子
紺 野 良 一
渡 辺　喜久子
松 浦 義 昭
佐 藤 智恵子
阿 郎 富 生

渡 辺　ひろみ
三 浦　　昇
赤 坂 裕 鳧

町内会
山崎小舘

保 原 町
山崎小舘

保 原 町
徳 江 北

大 木 戸
板　 擒

福 鳥 市
本　 町

福 島 市
石ほ田原

保 原 町
大 木 戸
霊 山 町

梁 川 町
内 谷 酉

おくやみ申し上げます

氏　　 名　　　年齢　　 町内会

大 波 ア　キ　　92　　 第　 九
高 機 彌 作　　79　　 貝　 田
佐 ● チ　ヨ　　78　　 貝　 田

大 波　ミヨシ　　82　　 第　 九

野 村 ハ ツ　　80　　 板　 檎

人 口 と 世 帯
11月１日現在(前月比)10月中のうごき

人
　
　

口

男5  , 742人（－ ２）

女6  15 人 （－ｌ ）

一計11,957 人 （－ ３）

世帯: 数 929 戸(  十 2 )

転 入　19人

転 出23 人

出 生　６人

死 亡　５人

心配ごと相談日
場 所 ： 役場 二 階 相 談 室 （東儀人口からか入り下●い）

時 閥 ：9  時 ~ 1  夘

こまったことや、相談ごとがありましたら、

お飢軽にご相破下さい。秘密は絶対に守ります。

(相緕員)

11月25口（土）菅野 賀郎・高野 時子

12月 ５卩（火）樋口　纃三・高橋 恵子

12月15 日 (金）曳地 善作・佐藤　節子

11月　霜月（しもつき）

日 ( 日 ) ｰ 茶忌

日 (水） 小 雪

日 (木）動労感謝の日

日 ( 日 ) 火災予防運動

28日（火）脱関記念日』･--.g-｡ こI.=, -｡-－-

12月　師走（しわす）

１日（金）巌末助け合い遥動

４日（月）人権飼間

7  日 はぐ）大 雪　llS

8  日 《 金 ) 針供養

15日（金）郵便年賀特別扱い＿’一,こ ご ご ’ご ‾’Ｊ



公
民
館
だ
よ
り

国 見町 公民 館

06 5 ｰ 2 6 7 6

（有) 4 1 5 6

青
少
年
健
全
育
成

剣
道
大
会
を
開
催

国
見
町
。
桑
折
町
及
び
福
鳥
県
剣

道
連
盟
桑
折
支
部
主
催
の
第
2
4回
国

見
町
桑
折
町
青
少
年
健
全
育
成
剣
道

大
会
が
、
1
0月
2
2日
、
町
民
体
育
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
青
少
年
健
全
育
成

を
目
的
と
し
て
剣
道
愛
好
者
か
一
同

に
会
し
、
相
互
の
親
睦
と
心
身
の
鍛

錬
を
図
る
こ
と
を
主
と
し
て
行
わ
れ

ま
し

た
。

開
会
式
で
は
、
大
会
長
冨
永
武
夫

町

長
の
あ

い
さ

つ
、
来

賓
の
佐

藤
義

夫

桑
折
町

議
会
議

畏
、

関
根
英

敏
桑

折

警
察
署

長
な

ど
の
祝

辞
か
あ

り
試

合

に
入
り

ま
し

た
。

豆
剣
士

た
ち

は
、

お
父
さ

ん
お
母

さ

ん
の
声

援
を

受
け

、
団
体
戦

。
個

人

戦
に
熱

戦
か

展
開

さ
れ

。
す

ば

ら

し

い
大
会

と
な

り
ま

し
た
。

成
績

は
次

の
と
お

り
。

団

体
戦

小
学
生
低
乍
年
（
一
久

。
年
）

①

桑
折

Ａ

②

国
見

Ａ

③

桑
折

Ｂ

小
学
生
商
学
年
（
四
～
六
年
）

①

桑
折

Ａ

②

国
見

Ａ

③
国

見

Ｂ

中

学
生
女

子

①

醸
芳
中
　

②
県
北
中

中

学
生
男

子

①

醸
芳
中

②
県
北

中

Ａ

③
県
北

中

Ｃ

個
人

戰
　

小
学

一
、
二
年

生

①
古

山
卓
也

（
桑

）
②
佐

久
間
健

太

（
国

）
③
佐

藤
洋
平

（
国

）

小

学
一
二
、
四
年
生

①
村
木

貴
紀

（
国

）
②
瀬

戸
貴
紀

（
国

）
③
大

和
田
明

日
美

（
国

）

小

学
五

、
六
年

生

①
吉
田
和
正
（
桑
）
②
高
原
裕
典

（
桑
）
③
大
和
田
健
智
｛
国
｝

中
学
生
女
子

①
川
名
久
笑
子
（
桑
）
②
高
橋
美
紀

（
国
）
③
佐
藤
さ
お
り
（
国
）

中
学
生
男
子

①
瀬
戸
裕
二
（
国
）
②
瀬
戸
正
人

（
国
）
③
半
沢
勝
則
（
桑
）

「
電
気
教
室
」

施
設
見
学
に
参
加
し
て

広

瀬

玲

子

十
月
十
一
日
、
『
原
子
力
発
電
所
』

つ
て
ど
ん
な
所
だ
ろ
う
。
期
待
と
不

安
で
バ
ス
に
乗
り
ま
し
た
。

始
め
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
館
。
人
工
芝

の
庭
と
す
て
き
な
建
物
か
見
え
ま
し

た
。
「
ワ
ー
き
れ
い
／
こ

思
わ
ず
叫

ん
で
い
ま
し
た
。
す
る
と
そ
こ
か
私

達
の
目
的
地
エ
ネ
ル
ギ
ー
館
。
エ
ジ

ソ
ン
。
キ
ュ
ー
リ
夫
人
、
ア
イ
ン
シ

ユ
タ
イ
ン
、
三
人
の
生
家
を
モ
デ
ル

に
し
て
作
っ
た
の
だ
そ
う
で
す
。
サ

イ
エ
ン
ス
シ
ア
タ
ー
や
模
型
、
ゲ
ー

ム
な
ど
で
原
子
力
発
電
に
つ
い
て
子

供
達
も
楽
し
み
な
か
ら
わ
か
っ
て
し

ま
う
。
そ
ん
な
所
で
す
。

未
来
の
エ
ジ
ソ
ン
達
は
、
こ
こ
で

ど
ん
な
夢
を
見
る
の
か
な
？

次
は
第
一
原
子
力
発
電
所
で
す
。

サ
ー
ビ
ス
ホ
ー
ル
で
は
、
原
子
炉
の

実
物
大
模
型
を
運
転
さ
せ
な
が
ら
の

説
明
か
あ
り
、
い
よ
い
よ
第
一
原
発

の
中
へ
。
（
こ
こ
は
一
般
の
人
は
入

れ
な
い
の
だ
そ
う
で
す
）

双
葉
町
と
人
熊
町
に
ま
た
が
り
、

総
而
観
が
甲
子
園
球
場
の
ハ

ト
ハ
倍

の
広
さ
か
あ
り
。
多
い
時
は
八
千
人

も
の
人
達
が
働
い
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。

今
、
私
達
は
空
気
と
同
じ
よ
う
に

電
気
も
、
あ
う
て
当
た
り
前
と
い
う

生
活
を
し
て
い
ま
す
。
電
気
の
需
要

量
は
ま
す
ま
す
増
え
、
限
ら
れ
た
資

源
の
巾
で
は
。
や
は
り
原
子
力
に
も

頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

安
全
確
保
の
た
め
何
系
に
も
な
・

て
い
る
防
壁
や
監
視
体
制
な
ど
、
想

旆
以
上
の
施
設
の
す
ば
ら
し
さ
に
、

感
心
さ
せ
ら
れ
た
一
日
で
し
た
。

東
北
電
力
さ
ん
の

ご
厚
意
で
、
色

々
な
事
を
勉
強
さ
せ
て
唄
き
、
心
の

中
か
暖
か
く
な
っ
た
よ
う
な
父
持
ち

で
帰
路
に
っ
き
ま
し
た
。

高
齢
名

婦

人
運
動
会
が
行
わ
れ
る

町
恒
例
の
高
齢
者
、
婦
人
運
動
会

が
十
月
八
日
向
午
前
八
時
半
か
ら
福

祉
セ
ン
タ
ー
加
広
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

心
配
さ
れ
た
雨
も
上
が
り
、
好
天

の
下
で
約
二
百
人
が
参
加
し
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
長
の
蓬
田
教
育
長
の
あ

い
さ

つ
、
来
賓
の
冨
永
武
夫
町
長
、
松
浦

義
男
議
艮
、
佐
藤
忠
美
文
教
厚
生
常

任
委
員
長
の
祝
辞
か
あ
り
、
そ
の
後

準
備
運
動
の
ラ
ジ
オ
体
操
を
行

い
競

技
に
入
り
ま
し
た
。

団
体
七
種
目
、
よ
ち
よ
ち
ペ
ン
ギ

ン
、
急
が
ず
焦
ら
ず
、
ケ
ツ
圧
測
定

の
個
人
種
目
が
行
わ
れ
、
参
加
者
全

艮
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
楽
し
み
ま
し
た
。

Ａ熱戦が属開された剣道大会

▲詳しい説明を聞きながら

▲急がず焦らず.／



森
江
野
西
チ
ー
ム
が

初

優

勝

町
、
町
体
協
主
催
の
第
八
回
町
長

杯
争
奪
ソ
フ
ト
ポ
ー
ル
大
会
か
、
九

月
一
日
か
ら
十
月
十
三
日
ま
で
の
畏

期
間
に
わ
た
り
。
県
北
中
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
地
区
、
職
場
で
編
成

し
た
二
十
六
チ
ー
ム
か
参
加
し
、
町

長
の
始
球
式
に
よ
り
熱
戦
か
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し

た
。

試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り

優

勝

森
西
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会

準
倭
勝

貝
田
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

第
＝
．位

旭
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会

″
　
　

国
見
町
役
場

第
八
回
町
長
杯
争
奪

ソ
フ
ト
ポ
ー
ル
大
会
に

参
加
し
て

広

居

重

夫

今
回
の
町
長
杯
ナ
イ
タ
ー
に
参
加

し
て
泣
か
さ
れ
た
の
は
、
天
気
で
し

た
。毎

日
の
様
に
雨
が
降
り
、
試
合
か

延
期
延
期
で
第
一
試
合
が
六
回
目
で

や
っ
と
す
る
事
か
で
き
、
そ
の
間
。

連
絡
し
て
メ
ン
バ
ー
の
確
保
に
大
変

苦
労
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
参
加
チ

ー
ム
と
も
、
同
じ
苦
労
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

私
た
ち
森
西
チ
ー
ム
か
順
調
に
勝

ち
進
み
、
思
い
も
よ
ら
な
か
『

た
決

勝
戦
に
も
か
ろ
う
じ
て
勝
っ
て
優
勝

す
る
こ
と
か
で
き
ま
し
た
。

戦
い
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

一
番
は
雨
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
）
に
泣
か
さ
れ
、
次
に
寒
さ

に
泣
か
さ
れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

し
か
し
、
私
た
ち
森
西
チ
ー
ム
と

対
戦
し
た
チ
ー
ム
の
方
々
と
も
交
流

を
深
め
な
が
ら
、
楽
し
く
プ
レ
ー
で

き
た
事
は
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
・

て
い
ま
す
。

▲Ｘ永町長による始球式

成
人
学
級

研
修
旅
行
に
参
加
し
て

内

池

育

男

今
年
の
成
人
学
級
研
修
旅
行
は
．

新
潟
方
面

】
泊
二
日
ニ
ト

ー
名
の
参

加
で
行
わ
れ
．
二
日
間
共
に
絶
好
の

秋
哨
れ
に
恵
ま
れ
ま
し
た
．

十
月
二
十
五
日
午
前
七
時
、
公
民

館
出
発
。
栗
子
ト
ン
ネ
ル
、
赤
芝
峽

を
通
り
新
潟
県
に
入
り
、
三
条
燕
洋

食
器
セ
ン
タ
ー
で
昼
食
。
ス
プ
ー
ン

製
造
工
程
を
見
学
し
た
後
、
弥
彦
呻

吐
に
向
か
い
ま
し
た
。

参
道
人
口
に
、
Ｈ
本
一
の
赤
い
大

鳥
居
を
配
し
た
弥
彦
神
杜
は
、
う
っ

蒼

た
る
樹
木
に
贖
わ
れ
た
広
大
な
呻

城
に
、
荘
厳
に
飢
座
し
て

い
ま
し
た
。

弥
彦
山
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
で
は
、
真

下
に
見
え
る
日
本
海
と
、
そ
の
先
に

横
た
わ
る
佐
渡
ケ
島
と
が
、
ま
さ
に

絶
景
。
傾
き
か
け
た
陽
光
か
ま
た
一

段
と
趣
を
添
え
て
い
ま
し
た
。

宿
泊
地
は
村
杉
Ｊ
｀
泉
。
ひ
・
そ
り

と
山
懐
に
包
ま
れ
た
温
泉
地
で
、
旅

館
は
旅
愉
を
そ
そ
る
純
日
本
風
の
落

ち
着
き
あ
る
角
屋
旅
館
。
湯
も
快
適

で
、
地
方
の
特
徴
を
巧
み
に
あ
し
４

つ
た
心
の
こ
も
っ
た
科
理
か
ま
た
格

別
で
し
た
。

翌
朝
は
八
時
半
出
発
。
途
中
、
飄

湖
に
寄
り
、
今
回
研
修
の
メ
ー
ン
で

あ
る
北
方
文
化
博
物
館
に
向
か
い
ま

し
た
。

北
方
文
化
博
物
館
は
、
越
後
の
豪

農
伊
藤
家
の
旧
本
家
を
、
七
代
目
文

古
氏
か
寄
付
し
、
創
設
さ
れ
た
も
の

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
館
は
天

守
閣
こ
そ
な
い
か
。
さ
な
か
ら
城
を

思
わ
せ
て
、
越
後
豪
農
の
壮
大
さ
か

偲
ぱ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ひ
さ
し
を
支

え
る
丸
絎
の
中
に
、
長
さ
三
十
じ
に

ｔ

及
ぶ
杉
丸
太
か
あ
り
、
こ
の
丸
太

は
会
津
か
ら
伐
り
出
さ
れ
た
と
の
事
。

こ
の

。
本
の
丸
太
に
、
ど
れ
だ
け
の

人
力
と
経
費
か
費
や
さ
れ
た
の
だ
ろ

う
か
と
、
し
ば
し
感
慨
に
ふ
け
り
ま

し
た
。

帰
路
は
、
胎
内
観
音
を
参
拝
し
た

後
、
同
じ
よ
う
に
越
後
の
豪
農
屋
敷
、

国
指
定
重
要
文
化
財
で
あ
る
渡
辺
邸

を
見
乍
し
ま
し
た
。
渡
辺
邸
は
、
今

か
ら
二
百
年
以
Ｌ
も
前
に
建
て
ら
れ

た
屋
敷
で
す
か
、
そ
の
木
組
は
ま
こ

と
に
素
朴
豪
快
で
あ
り
、
掲
示
さ
れ

て
い
た
渡
辺
家
の
『
家
の
掟
』
は
。

ぜ
い
た
く
を
厳
し
く
戒
め
た
も
の
で
、

そ
の
質
実
剛
健
な
家
風
に
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。

こ
う
し
て
全
て
の
Ｉ研
修
を
終
え
、

再
び
夕
陽
に
映
え
る
赤
芝
峡
谷
の
紅

葉
を
眺
め
、
夕
闇
迫
る
午
後
五
時
頃

公
民
館
に
帰
着
。
国
見
町
成
人
学
級

に
ふ
さ
わ
し
い
。
内
容
豊
か
な
研
修

旅
行
を
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

町
長
杯
争
奪

Ｇ
Ｂ
大
会
を
終
え
て

斎

藤

正

美

穿
ｔ

匣
曄
貝
町
町
長
柯
今
奪
ヶ
Ｉ

ト
ボ
ー
ル
大
会
は
、
九
月
二
十
九
・

三
十
一日
の
二
日
間
、
福
祉
セ
ン
タ
ー

加
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

競
伎
は
初
日
十
チ

ー
ム
、
二
日
目

ハ
チ
ー
ム
に
よ
る
リ
ー
グ
戦
、
そ
し

て
二
日
目
の
午
後
、
各
グ
ル
ー
プ
よ

り
勝
ち
進
ん
だ
四
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
、

決
勝
戦
を
行
う
と
い
う
日
程
で
し
た
。

餓
近
、
各
チ

ー
ム
と
む
技
能
の
進

歩
め
ざ
ま
し
く
五
。
六
じ
の
夕

″
チ

も
ピ
シ
″
と
き
ま
り
、
難
し
い
ス
ラ

イ
ダ
ー
な
ど
も
取
り
入
れ
、
い
ず
れ

も
手
に
汗
捏
る
好
ゲ
ー
ム
の
連
続
で

し
た
。
国
見
町
の
Ｇ
Ｂ
チ
ー
ム
の
。

他
町
に
比
べ
て
の
笂
点
は
コ
ー
ト
マ

ナ
ー
の
良

い
事
で
、
見
て
い
て
も
好

感
が
も
て
ま
し
た
。

二
日
間
の
リ
ー
グ
戦
を
終
え
て
午

後
。
勝
ち
残
り
の
四
チ
ー
ム
で
の
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
に
入
り
ま
し
た
。

特
に
今
大
会
の
（

イ
ラ
イ
ト
で
あ
る

四
強
豪
激
突
の
決
勝
戦
は
見
も
の
で
。

大
熱
戦
の
結
果
、
藤
田
第
二
長
寿
会

が
優
勝
杯
を
獲
得
、
準
優
勝
は
森
山

老
人
ク
ラ
ブ
Ｂ
、
三
位
は
小
坂
栄
寿

会
、
山
崎
長
寿
会
Ｂ
の
ニ
チ
ー
ム
で

し
た
。

▲越後胎内観番にて
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奥
州
合
戦
八
百
年
記
念

マ
ラ
ソ
ン
野
球
人
会

奥
州
合
戦
八
百
年
を
記
念
す
る
町

体
協
野
球
部
（
秦
玖
次
部
長
）
主
催

の
マ
ラ
ソ
ン
野
球
大
会
が
、
十
月
二

十
二
日
、
県
北
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開

か
れ
ま
し
た
。

大
会
は
日
頃
、
野
球
を
通
じ
健
康

づ
ぐ
り
に
励
ん
で
い
る
選
手
の
皆
さ

ん
か
、
奥
州
合
戦
八
百
年
に
ち
な
ん

で
鎌
倉
軍
と
奥
州
軍
に
分
か
れ
て
、

午
前
八
時
に
プ
レ
ー
ボ
ー
ル
。
抽
せ

ん
で
チ

ー
ム
の
所
属
を
決

め
た
あ
と
。

登
録
十
チ
ー
ム
か
ら
五
十
人
か
参
加

し
て
日
没
ま
で
の
約
八
時
間
に
わ
た

り
三
十
イ
ニ
ン
グ
に
桃
戦
し
ま
し
た
。

結
果
は
1
9対
1
6で
鎌
倉
軍
が
麟
ち

ま
し
た
。

1
7チ
ー
ム
が
熱
戦

～

交
通
安
令

ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
大
会
～

「
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
み
な
が

ら
交
通
安
全
の
意
識
を
高
め
よ
う
」

と
、
桑
折
地
区
交
通
安
全
協
会
が
主

催
し
た
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
十
ｎ
’

二
十
四
日
、
大
木
戸
の
町
民
運
動
場

で
開
か
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
国
見
・
桑
折
両
町
か
ら

十
七
チ

ー
ム
か
参
加
、
大
会
長
の
亀

岡
憲
吾
桑
折
地
区
交
湎
安
全
協
会
長

か
あ
い
さ
っ
、
冨
水
武
夫
町
長
ら
か

睨
辞
を
述
べ
た
後
、
さ
っ
そ
く
プ
レ

ー
開
始
。
「
交
通
安
全
」
の
の
ぽ
り

が
秋
風
に
た
な
ぴ
く
中
、
横
断
歩
道

を
横
切
る
時
は
左
右
の
安
全
を
確
認

し
て
か
ら
ボ
ー
ル
を
打
つ
な
ど
の
特

別
ル
ー
ル
を
取
り
入
れ
、
和
気
あ
い

あ
い
の
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
。

優

勝

松
原
チ
ー
ム
（
桑
折
）

凖
優
勝

桑
折

Ａ
チ
ー
ム
（
桑
折
）

第
三
位

半
田
チ
ー
ム
（
桑
折
）

″
　

小
坂
チ
ー
ム
（
国
見
）

”
と
べ

と

ベ
ヒ

コ

ー
キ

乙

型
２

号

”
上

演

ナ
マ
の
演
劇
を
子
ど
も
た
ち
に
披

露
す
る
福
鳥
県
家
庭
劇
場
か
十
月
二

十
三
日
、
藤
田
小
学
校
体
育
館
で
開

か
れ
、
町
内
小
学
校
四
年
生
以
上
の

児
童
五
μ

人
か
迫
力
あ
る
劇
を
楽
し

み
ま
し
た
。

家
庭
劇
場
は
、
文
化
庁
助
成
に
よ

る
福
島
県
教
育
委
員
会
、
町
教
育
委

員
会
主
催
の
事
業
で
す
。

こ
の
日
の
出
し
物
は
、
北
海
道
の

劇
団

『
さ
・
ぼ
ろ
』
に
よ
る
児
童
劇

”
と
べ
と
ベ
ヒ
コ
ー
キ
乙
型
２
号
气

遊
び
に
す
っ
か
り
退
屈
し
て
い
た

子
ど
も
だ
ち
か
、
仲
間
の
ひ
と
り
か

持
ち
出
し
て
き
た
お
じ
い
さ
ん
の
書

い
た
飛
行
機
の
設
計
図
に
夢
中
に
な

り
、
い
ろ
ん
な
問
題
を
乗
り
越
え
な

が
ら
本
物
の
飛
行
機
を
完
成
し
、
飛

ぶ
物
語
で
す
。

体
育
館
の
中
央
に
低
く
据
え
ら
れ

た
丸
い
舞
台
を
児
童
た
ち
か
取
り
囲

ん
で
、
真
剣
な
表
情
で
ス
テ

ー
ジ
に

見
入
り
、
ふ
だ
ん
観
賞
す
る
こ
と
の

少
な
い
演
劇
を
十
分
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

▲お疲れさまでした

Ａ横断歩遭では左右の安全を確認

▲とべとベヒコーキ乙型２号

秋

空

の

下

「

森

江

野

小

祭

り

」

森
江
野
小
学
校
（
大
竹
英
智
校
長
）

の
『
森
小
祭
り
』
か
十
月
二
十
六
日
、

森
江
野
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
に
ぎ
や
か

に
開
か
れ
ま
し
た
。

児
童
た
ち
の
自
主
性
と
創
造
性
を

育
て
よ
う
と
、
秋
の
収
穫
祭
を
兼
ね

て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
全
校
児
童
か

七
つ
の
班
に
分
か
れ
、
パ
タ
ー
ゴ
ル

フ
、
ボ
ー
リ
ン
グ
。
モ
グ
ラ
た
た
き
、

輪
な
げ
な
ど
の
出
し
物
を
工
夫
。
児

竃
た
ち
は
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
他
の
班

の
コ
ー
ナ
ー
を
回
り
、
ゲ
ー
ム
を
楽

し
み
ま
し
た
。
ま
た
。
全
員
で
協
力

し
て
作

’
た
四
っ
の
お
み
こ
し
と
ま

と
い
を
手
に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
練
り

歩
き
、
祭
り
気
分
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。そ

の
間
、
お
母
さ
ん
た
ち
は
芋
煮

会
の
準
備
。
何
杯
も
お
か
わ
り
を
す

る
児
童
も
お
り
、
楽
し
い
一
日
を
過

ご
し
ま
し
た
。

Ar 森小祭り」だワッショイ、ワッショイノ

編
集
日
記

○
暖
か
い
日
か
続
い
て
い
ま
す
か
。

Ｈ
月
７
日
は
立
冬
。

〃
暑
さ
に
も
弱

い
が
、
寒
さ
に
も
弱
い
”
私
で
す
か
、

冬
の
楽
し
み
は
ス
キ
ー
。
何
回
行
っ

て
も
上
手
に
な
り
ま
せ
ん
か
。
こ
の

時
期
に
な
る
と
毎
年
ス
キ
ー
雑
誌
な

ど
を
買
い
込
ん
で
、
雪
の
降
る
の
を

豪
し
み
に
待
っ
て
い
る
私
で
す
。

梵
叮

。
編

集

国

‥ｙ
’町

企
‐両

譚

福

鳥

県

伊

達

郡

国

兇

町

大

字

幕

田

字

．
Ｔ

ｍ

．
一
２

の

ｌ

ｅ

九

六

九

Ｉ

Ｊ

七
　

酋

（

〇

二

四

五

）
八

五

Ｉ

．
二

一

一

（

代

表

）


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9
	page10
	page11
	page12
	page13
	page14

